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99,464人計画給水人口

41,400㎥１日最大給水量

30,390㎥１日平均給水量

事業認可

令和７年度実績

38,312戸給水戸数

96,914人給水人口

11,662,077㎥
（31,951㎥/日）

年間配水量

東近江市水道事業のなりたち
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浄水施設・配水施設
施設名 施設能力（㎥/日）

八日市浄水場 17,520

永源寺中西部浄水場 2,400

永源寺南部浄水場 500

永源寺相谷浄水場 253

萱尾浄水場 10

永源寺東部浄水場 380

御池浄水場 93

配 水 池 容量(㎥)

八日市高区配水池 775

八日市低区(第１)配水池 2,500

八日市低区(第2）配水池 2,415

八日市新中区配水池 3,110

五個荘配水池 2,200

能 登 川(第１)配水池 3,570

能 登 川(第２)配水池 1,700

畑田配水池 2,500

長峰配水池 1,200

中西部高野配水池 179

中西部高区配水池 1,000

中西部低区配水池 371

東部配水池 500

南部配水池 500

御池最高区配水池 60

御池中区配水池 88

相谷配水池 222

萱 尾配水池 36

御池高区配水池

御池低区配水池

3,752

106.8

110.4

八日市中区配水池
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11,662,077

31,951 /

7,560,422

64.8

3,901,854

33.5

199,801

1.7

10,091,419

27,648 /

86.5

配水実績

配水量 …浄水場や配水池から各家庭に送られた水量

有収水量 …各家庭のメーターを通って収益に繋がった水量

有収率 …配水のうち、収益に繋がった水量の割合

（計算式：年間有収量/年間配水量）

八日市の一部、五個荘、能登川、蒲生地区では給水協定に基づき、

滋賀県から送水を受けています。
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水道事業を支える２本の柱

東近江市水道事業施設整備計画（アセットマネジメント）

管路の重要度や老朽度により更新優先度を決定し、令和14年度までに約69kmの更新を計画
→ 37.8km（令和８年３月末）が完了

※経年化率 20.7％
法定耐用年数経過管 192.3km/総延長 930.9km

東近江市水道事業経営戦略

将来にわたり安定して持続可能な水道事業経営を確立するため、

「投資試算（施設・設備投資の見通し）」等による支出と「財源試算（財
源の見通し）」を均衡させた、「投資・財政計画（収支計画）」の見直しを
中心に、令和７年度に経営戦略を改定。
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下水道事業について

東近江市下水道事業

公共下水道事業

主に市街地における下水を排除し、処理場で処理又は流域下水道※に接続

※流域下水道（県事業）：２以上の市町村から排除される下水を処理場で処理
東近江市は流域下水道に接続している

農業集落排水事業

農業集落等を対象に実施される小規模な汚水処理施設を自治体が運営
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下水道事業について

農業集落排水公共下水道合計事項

15,663人92,426人108,089人処理区域内人口 ①

15,568人82,860人98,428人処理区域内水洗化人口 ②

99.4％89.7％91.1％水洗化率 ②/①

1,726,342㎥10,021,689㎥11,748,031㎥年間有収水量 ③

1,878,740㎥11,259,784㎥13,138,524㎥年間汚水処理水量 ④

91.9％89.0％89.4％有収率 ③/④

＜令和７年度実績＞
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湖南中部浄化センター（草津市）
【対象接続エリア】

八日市地区・能登川地区
五個荘地区・蒲生地区

東北部浄化センター（米原市）
【対象接続エリア】
湖東地区・愛東地区

2箇所の県流域処理場と接続エリア

＜流域下水道維持管理負担金＞

単価改定により年間１億～１億5,000万円費用増

公共下水道について
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農業集落排水事業とは

農業集落排水処理施設それぞれで、

 施設の修理

 施設の保守点検等委託料

 電気代などの運転費

公共下水道へ接続替え

処理区の数・・・36処理区（令和７年度末時点）
（八日市９箇所、五個荘３箇所、能登川４箇所、蒲生5箇所、永源寺７箇所、愛東８箇所）

多額の費用
供用開始からかなり経過している

今後も老朽化は深刻化

処理人口供用年度対象自治会処理区年度

410S63.7.1鯰江鯰江R8

1,500H7.11.1上中野、下中野、
池之尻、梅林

愛東中部R9
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地方公営企業について

地方公営企業とは？

受益者から料金・使用料を徴収し、住民生活に必要なサービスを提供する自治体経営の企業

（例）水道事業、下水道事業、病院事業

「独立採算制」が原則

＜一般会計との違い＞

①経理の方法

②費用のとらえ方

③予算・決算の区分

④資産、負債及び資本の概念

一般会計

現金主義、単式簿記

現金支出は全額当該年度の費用

歳入・歳出としての管理

概念無し

公営企業

発生主義、複式簿記

現金支出が全て当該年度の費用とは
限らない（減価償却費等）

収益的収支・資本的収支に区分

概念あり

※ただし、一般会計から繰入れる仕組みあり

13



会計について

収益的収支・・・日々の事業運営に関する収支（１年間の営業成績）

収益：料金・使用料、長期前受金戻入、一般会計負担金等

支出：維持管理費（修繕費や動力費等）、減価償却費等

収益ー支出＝ 純利益

内部留保・・・純利益等により、内部に残る資金

減価償却費ー長期前受金戻入

＝損益勘定留保資金

貯金

補てん

資本的収支・・・資産の形成に関する収支

収益：企業債、国庫補助金、一般会計出資金等

支出：建設工事費、固定資産購入費、企業債償還金等

支出に対して収益が不足する仕組み

→内部留保で補てんする
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